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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 49,289 14.0 1,502 35.6 2,542 79.8 1,779 121.8

2022年3月期第2四半期 43,220 15.6 1,108 ― 1,414 ― 802 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　2,189百万円 （128.4％） 2022年3月期第2四半期　　958百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 133.31 ―

2022年3月期第2四半期 60.10 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 122,056 50,542 41.4 3,783.76

2022年3月期 122,029 48,620 39.8 3,639.20

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 50,514百万円 2022年3月期 48,584百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

2023年3月期 ― 20.00

2023年3月期（予想） ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,500 18.2 1,300 △44.7 2,500 △18.8 1,500 18.2 112.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 13,354,688 株 2022年3月期 13,354,688 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 4,387 株 2022年3月期 4,314 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 13,350,338 株 2022年3月期2Q 13,350,844 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び当社が合理的であると判断した一定の前提に基づいた見通しであり、多分に
不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、今後様々な要因の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　なお、業績予想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当社グループを取り巻く経済環境は、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が残るなか、社会活動の回復が

進み、個人消費を中心に持ち直しの動きが見られたものの、急激な円安の進行や長期化するロシア・ウクライナ問

題による国際情勢の不安定化、原燃料価格の高止まり等、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。 

このような状況のなか当社グループは、紙・パルプ事業の生産体制再構築の取り組みを進めるとともに、グルー

プ事業について選択と集中による収益力向上を図るなど、既存事業の発展・強化に努めております。 

環境ビジネスとしては、nanoforestの化粧品原料への利用拡大、鶏舎用改善資材としての販売や農業資材の法人

向け試験販売を開始し実用化への取り組みを進めるとともに、プラスチック使用削減に貢献する中越エコプロダク

ツ事業については試運転を始め、早期事業化に注力しております。 

当第２四半期連結累計期間の営業成績につきましては、円安や原燃料価格の高騰のなか、製品価格の改定や製品

販売強化に取り組むとともに製造コストの縮減に努めました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。 

連結売上高            49,289 百万円 （前年同四半期比  14.0％増） 

連結営業利益            1,502 百万円 （前年同四半期比  35.6％増）  

連結経常利益            2,542 百万円 （前年同四半期比  79.8％増） 

親会社株主に帰属する四半期純利益  1,779 百万円 （前年同四半期比 121.8％増） 

（紙・パルプ製造事業） 

紙パルプ事業につきましては、想定以上の原燃料価格高騰の環境下、拡販や製品価格の改定とともに、パルプ販売

の拡大や前年度に調達・生産した棚卸資産の払い出し影響等によるコスト低減が寄与し、増収・増益となりました。 

◎ 新聞用紙 

新聞用紙につきましては、発行部数の減少による全体的な需要減と前期の他社被災に伴う新聞社への救援納入

が大きかったため、数量、金額ともに前期を下回りました。 

◎ 印刷用紙 

印刷用紙の国内販売につきましては、コロナ禍で落ち込んでいた経済活動は緩やかな回復傾向にありますが、

当年春からの値上げの実施に依る前倒し特需が前年度末に発生した影響で販売数量は減少しましたが、輸出で

カバーし数量は前期を上回りました。金額も販売数量増に加え値上げと円安が寄与して前期を上回る事が出来

ました。 

◎ 包装用紙 

包装用紙の販売につきましては、半導体不足による自動車関連低調の影響はありましたが、東南アジアを中心

とした需要に支えられ数量は前期を上回りました。販売数量増に加え値上げと円安が寄与し金額も前期を上回り

ました。 

◎ 特殊紙・板紙及び加工品等 

 特殊紙・板紙及び加工品等の販売につきましては、壁紙は好調に推移し前期を上回り、脱プラ需要および巣ご

もり需要の食品関連を中心とした加工原紙も前期を上回ることが出来ました。金額に関しましても販売数量増に

加え値上げが寄与し前期を上回ることが出来ました。 

◎ パルプ 

パルプの販売につきましては、世界的にパルプ市況が回復するなか、数量・金額ともに前期を上回りました。 

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。 

連結売上高     43,357 百万円  （前年同四半期比 14.5％増） 

連結営業利益      964 百万円    （前年同四半期比 62.1％増） 
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（発電事業） 

発電事業につきましては、燃料価格の高騰はありましたが、売電単価の価格改定を行ったことや、今年度は隔

年で行っているボイラーの定期検査がなかったことなどにより増収・増益となりました。 

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。 

連結売上高      3,774 百万円  （前年同四半期比  16.6％増） 

連結営業利益       503 百万円  （前年同四半期比 15.6％増） 

（その他） 

文具事業の事業整理や原燃料価格の高騰等により減収・減益となりました。

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。 

連結売上高     8,377 百万円  （前年同四半期比  9.1％減） 

連結営業損失      44 百万円  （前年同四半期は 45百万円の連結営業利益） 

(２)財政状態に関する説明  

（総資産） 

商品及び製品が 1,812 百万円、原材料及び貯蔵品が 1,264 百万円増加しましたが、現金及び預金が 3,016 百万円

減少したこと等により、総資産は前連結会計年度末比ほぼ横ばいの、122,056 百万円となりました。 

（負債） 

金融機関からの借入金が 1,984 百万円減少したこと等により、負債合計は前連結会計年度末に比べて 2.6％減少

し、71,514 百万円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 4.0％増加し、50,542 百万円となりました。これは主として、親会社

株主に帰属する四半期純利益 1,779 百万円により利益剰余金が増加したことによります。自己資本比率は前連結会

計年度末に比べて 1.6 ポイント増加し、41.4％となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 1,384 百万円（前第２四半期連結累計期間比 71.2％減）となりました。 

これは主として、税金等調整前四半期純利益 2,235 百万円、減価償却費 2,920 百万円があったものの、棚卸資産 

の増加 3,215 百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 2,641 百万円（前第２四半期連結累計期間比 67.6％増）となりました。 

これは主として、有形固定資産の取得による支出 2,988 百万円、長期貸付金の回収による収入 315 百万円による 

ものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 2,259 百万円（前第２四半期連結累計期間比 27.4％減）となりました。 

これは主として、長期借入金の返済による支出 3,384 百万円、長期借入れによる収入 4,100 百万円、短期借入金 

の返済による支出 2,699 百万円によるものです。 

 (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  2023 年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の実績及び足元の状況を鑑み、2022 年５月

13 日に公表した通期連結業績予想等を修正しております。詳細につきましては、本日別途公表しております「2023

年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

   （セグメント情報） 

   Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021 年９月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

紙･パルプ 

製造事業 
発電事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 35,996 3,237 39,233 3,987 43,220 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1,873 ― 1,873 5,234 7,108 

計 37,870 3,237 41,107 9,221 50,328 

セグメント利益 594 435 1,030 45 1,076 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工

品製造事業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業、中越エコプロダクツ 

事業等を含んでおります。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主 

な内容(差異調整に関する事項) 

(単位：百万円)
         利益又は損失（△）                   金額 

報告セグメント計                  1,030 

「その他」の区分の利益                        45 

セグメント間取引消去                                      36 

棚卸資産の調整額                                     △13 

その他の調整額                          9 

四半期連結損益計算書の営業利益                     1,108 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2022 年４月１日 至 2022 年９月 30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

紙･パルプ 

製造事業 
発電事業 計 

売上高  

外部顧客への売上高 42,867 3,774 46,641 2,648 49,289 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
489 ― 489 5,729 6,219 

計 43,357 3,774 47,131 8,377 55,509 

セグメント利益 

又は損失（△）
964 503 1,467 △44 1,423 

      (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工 

品製造事業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業、中越エコプロダクツ 

事業等を含んでおります。 

     ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主 

な内容(差異調整に関する事項) 

(単位：百万円)
          利益又は損失（△）                金額 

報告セグメント計                   1,467 

「その他」の区分の損失（△）                      △44 

セグメント間取引消去                                      40 

棚卸資産の調整額                                      30 

その他の調整額                          8 

四半期連結損益計算書の営業利益                     1,502 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
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